
日本人の年間一人当たりの食品ロス量は
約５０ｋｇです。これは、年間一人当たりの米
の消費量に相当し、毎日一人当たりお茶碗
一杯分（約１３2グラム）のご飯を捨てている
ことになります。

日本で毎日一人当たり家庭から出る食品ロ
ス量は約６３グラム(川口市で推計）で、食品
ロスの約半分が家庭からでています。

家庭・外食・宴会などで食べ
きられずに廃棄される食品

野菜の皮を厚くむき過ぎ
たり、肉の脂身の部分を
過剰に取り除くことなど
によって廃棄される食品

賞味期限切れなど
で、手つかずのま
ま廃棄される食品

川口市の家庭からの
食品ロスの現状について

1,700台

食品ロスとは

日本人一人当たりの食品ロス量

家庭から出る食品ロス量

川口市家庭からの食品ロス削減目標

裏面の「今日か
ら

実践！食品ロス
削

減できることから
は

じめよう」にぜひ
ご

協力ください

食品ロスとは、

まだ食べることが
できるのに

捨てられてしまう
食品のことを指

すよ。

日本では１人当た
り、毎日お茶碗約

一杯分

（約１３２グラム
・平成２９年度

）を

捨てているんだ
。

食品ロスを減ら
すために

何ができるか考
えてみよう！

川口市では、一人一日当たり約７８グラ
ムの食品ロスが発生しています。
（令和元年度推計）

川口市では、第７次川口市一般廃棄物処理基本計画にお
いて、下図の食品ロス削減目標を掲げています。

一人一日当
たりの食品ロス量 48グラム78グラム 63グラム

令和元年度
（基準値）

令和６年度
（中間目標値）

令和１１年度
  （最終目標値）
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食品ロスを
なくそう！
もったいないの
気持ちを大切に

　食品ロスとは、まだ食べることができるのに捨てられてし
まう食品を指します。日本の食品ロス量は年間約６００万トン
超。毎日、10トントラック約1,700台分の食品ロスが発生し
ていることになります。

日本の食品ロスの
現状について

食品ロス発生の
3つの要因

全国平均より約２４％も多い結果だよ
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